
 
 

平成２４年度 研究会活動（案）について 

    

◇  研究テーマ 

 ８つの研究テーマついては継続して研究を進める 
 本年２月、県の実務担当者とＷＧで「実効性のある避難計

画（報告）」を作成した。 
 報告では、市町村と県の役割を明確に定めたことから、新

たなテーマを追加し研究を進める。（詳細は実務担当者でつ

める） 
 県とも共同で検討を進める。 

 
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇  福島現地視察 

現場の生の声を「実効性のある避難計画の策定」に活かすため、

実務担当者による福島視察を実施する。（５月上旬予定） 
 

資料№２

＜研究テーマと担当市＞ 

○ 原発の安全性     （◎長岡市、柏崎市） 
○ 浄水場などの汚泥対策 （◎新潟市、阿賀野市） 
○ 土壌汚染対策     （◎十日町市） 
○ 堆肥対策       （◎胎内市、長岡市、佐渡市） 
○ 安定ヨウ素剤     （◎見附市、佐渡市） 
○ 安全協定       （◎上越市、燕市） 
○ ＥＰＺ及び避難計画  （◎三条市、長岡市、小千谷市） 

○ 県外原発との関り方  （◎糸魚川市） 

＜新たなテーマの例＞ 

 
○ 屋内退避 ○ 避難誘導・交通規制 ○ 避難者受入 等 

 


